
特　長

■ 性 能 〈試験結果（写）〉

外装タイル張付け材

タイル工事用材料「アドキープ」はさまざまな現場環境に合わせた豊富な品揃えで
作業性・耐久性に優れた性能を発揮するタイル工事用材料です。

外装用

TL-200/300

アドキープアドキープ
シリーズシリーズ

外装タイルのモザイクタイルから
ニ丁掛けタイルまでの
施工が可能です。

外装タイルとの接着性にも優れ、
高い耐久性を発揮します。

試験場所：（財）建材試験センター 中国試験所※（社）公共建築協会「建築材料・設備機材品質性能評価事業」に準じて試験を行った。

試験項目

保水率 （％）

単位容積質量 （kg/ℓ）

付着強さ
（Ｎ/ｍｍ2）

長さ変化率 （％）

曲げ強さ （N/mm2）

標準時

温冷繰返し10サイクル後

TL-200
96.2

1.92

3.32

1.83

－0.139

5.27

TL-300
79.4

1.86

1.53

1.24

－0.103

7.00

（社）公共建築協会
性能基準

70以上

1.80以上

0.60以上

0.40以上

0.20以下

4.0以上

試験結果

■ 標準仕様（調合）

※コンクリート直張りの場合は、キープジョンを混入する。

粉 体

混 練 水

標準塗り厚

塗り面積

TL-200
25kg／袋

清水5.8ℓ

3～5mm

約5～3m2

TL-300
25kg／袋

清水4.5ℓ

5～8mm

約3～2m2

■ 用  途
TL-200

モザイクタイル、小口平タイル

モザイクタイル張り、改良マスク張り

適用タイル

張付け工法

TL-300
小口平タイル、二丁掛けタイル

改良圧着張り、密着張り（後目地仕上げ）
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下地に付着しているモルタルの接着に有害
な付着物は、ワイヤブラシ掛け・サンダー掛け・
高圧水洗等で完全に除去してください。下地
面の吸水調整としてはキープジョン４～５倍
希釈液を約150g/m2塗布してください。

※施工に際しては弊社施工要領書をご確認ください。

■ 施工要領■ 適用一覧
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下地確認
下地は、コンクリート躯体を高圧洗浄により
目荒しを行うか、モルタル木ごて仕上げとします。

下地処理

目地割り
タイル張り面の伸縮調整目地は、下地モ
ルタル面の伸縮調整目地・躯体のひび
割れ誘発目地と必ず一致させてください。

練り混ぜ

塗り付け

タイル張り付け

○ : 適用可　× : 使用不可

材料の練り混ぜ量は、30分以内に使い切る量とし、
本製品の練り足し及び水を加えての
練り戻しは行わないでください。

製品名

壁

床

トイレ

洗面所

台　所

施
工
場
所

モルタル仕上げ下地

RC及びPC板張り

ALC板

押し出し成形板

※
施
工
下
地

外
　
部

タイルの種類

TL-200

○

○

○

○

○

○

○

×

×

外装タイル
（小口平以下）

TL-300

○

○

○

○

○

○

○

×

×

外装タイル
（小口平以上）

販売店

・ 保護手袋、保護衣、保護眼鏡、保護面を着用すること。
・ 粉じん、ヒュームを吸入しないこと。
・ 取扱い後はよく手、顔を洗うこと。

・ 部外者が触れないような措置をし、保管すること。

・ 内容物/容器を国/都道府県/市町村の規則に従って廃棄すること。

・ 吸入した場合 : 空気の新鮮な場所に移動し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。
・ 皮膚に付着した場合 : 水またはシャワーで洗うこと。
・ 眼に入った場合 : よく水で洗浄し、直ちに医師に連絡すること。
・ 飲み込んだ場合 : 口をすすぐこと。
・ ばく露またはばく露の懸念がある場合 : 医師の診断/手当てを受けること。

・ 気温が5℃以下の場合は施工を中止するか、保温状態がとれる環境で施工すること。
・ 破袋または一度開封して放置された材料は使わないこと。
・ 本製品はセメント製品につき湿気厳禁。雨露や直射日光を防ぎ、パレット等を敷き床面
から離し、通気のよい場所で保管し、製造後3ヶ月までを目安に使用すること。

・ 本カタログに記載されている数値は、測定値の代表例です。
・ 本カタログの内容は、予告無しに変更することがあります。
・ 本カタログ記載の用途は、本製品の当該用途へ使用した結果を保証するものではありません。

注意事項

本製品の安全な取扱いについては、安全データシート(SDS)をご確認ください。

【使用上の注意】

【 安 全 対 策 】

【 保 管 】
【 廃 棄 】

【 応 急 措 置 】

!
カタログに
関する
注意事項【         　　　】

危 険 重篤な皮膚の薬傷及び眼の損傷。発がんのおそれ。臓器の障害（呼吸器系）。
長期にわたる又は反復ばく露による臓器の障害（呼吸器系・腎臓）。


